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ⅠⅠ．．ははじじめめにに 
  本研究は，教科化された「特別の教科 道徳」

の授業実践に「考え，議論する」要素を盛り込み

ながら，いかにして生徒の主体的参加を促すこと

ができるかを主目的として一昨年から継続されて

いる研究であり，本年度も中学校での道徳の授業

実践を通して開発されたプログラムの意義及びそ

の成果と課題を検討した。 

 昨年度の研究では，生徒たちの多面的で多角的

な思考を促しつつ，道徳的諸価値の理解にも資す

る実践の試みとして，複数の時間をユニット化す

ることで，複数の内容項目を包み込みつつ，統合

的なテーマのもとで全体を振り返り，生徒各自の

思考の深まりを促すというプログラムについて検

討した。生徒たちには，複数の内容項目を関連さ

せて，それぞれの意義を多面的・多角的に考えさ

せたり，複数週にわたって継続的・総合的に考え

させることで，思考の深まりが見られることを確

認することができた。今年度は，この試みの範囲

を広げ，小単元ユニットを組み合わせた大単元ユ

ニットとして年間の計画を組み，さらに小単元ユ

ニットを通した振り返りの可視化を図ることで，

学びの変容を教師が把握できるだけでなく，生徒

自身が自覚化を促すと共に，有意義な評価の可能

性を開くことを試みている。以下のⅡは，そうし

た中学校での実践の記録とその成果，そして課題

についての考察である。 

  

ⅡⅡ．．実実践践編編：：「「考考ええ，，議議論論すするる道道徳徳」」のの授授業業――

――中中学学校校ににおおけけるる実実践践  

 昨年度，岩手大学教育学部附属中学校では，

「考え，議論する道徳」の実現に向け，「小単元的

ユニットを位置付けたカリキュラム・マネジメン

ト」の側面から，実践を行った。その成果（○）

と課題（▲）は以下の４点である。 

○毎時間の学習シートなどを通して，内容項目に

近付く姿や変容を見取り，還すことができた。

それらの内容を基に，授業終わりや休み時間な

どに，道徳の時間の発言や記述について生徒と

会話する時間を持つことができた。 

○小単元的ユニットを組むことで，前時の学習シ

ートを見返しながら，複数の授業を跨いで議論

が展開される場面も見られ，引き出せる考え方，

起こせる変化があることを実感することができ

た。実態に即した小単元の設定は今後も継続し

たい。 

▲一単位時間の始めに，全体で内容項目について

焦点化して理解を図る必要があるかどうかが曖

昧である。 

▲小単元の質，発達段階，他教科との関わり等，

実態に即した効果的な小単元を，年間計画とし

て組み込んでいきたい。 

 

これらを受け，今年度は「小単元的プログラム

(パッケージ型ユニット)を位置付けたカリキュラ

ム・マネジメント」に加え，年間計画の見直しと，

一単位時間の授業構想の側面から実践を行った。 

 

（（１１））ねねららいいとと具具体体的的なな手手立立てて 

 本校道徳科では，価値観が多様になる現代だか

らこそ，何が問題かを道徳的諸価値についての理

解を基に判断し，自己を見つめ，他者と議論し，

物事を多面的・多角的に考え，人としてのよりよ

い生き方を主体的に判断し自己決定していく姿勢

を育むことが大切であり，そうした道徳科の授業

を積み重ねることで，道徳科で目指す資質・能力

（道徳性）の育成につながると考えた。以上のこ

とから本校道徳科で育成を目指す資質・能力（道

りながら情報収集し，蓄積することができた。 
卒業研究では，ピラミッドチャートやフィッシ  
ュボーン図などの思考ツールを用いながら情 
報を整理・分析し，設定した課題に対して自 
分なりの考えをもつことができた。 

【表現する力】 
これまでの学習単元に「グローカルな視点」

や「ＳＤＧｓの視点」を取り入れたことや，実

際に外国の方と関わって学んだことにより，ロ

ーカルな魅力や資源を，広くグローバルに伝え

るという考えに立って表現することができた。 
【見つめる力】 

一年間を通して「グローカルな人になろう！」 
をテーマに追究し，人と関わりながら学習を進 
めたことにより，「広い視野に立って物事を見 
る」という価値観が育った。また，世界共通の  
到達目標であるＳＤＧｓについて知ったこと

により，一人一人の行動が世界とつながるとい

う視点をもつことができた。見方・考え方が狭 
くなりがちな子供にとって「グローカル」に物 
事を考えることは，今後，自分の生き方を選択 
していく上でも一つの重要な視点になると考 
える。 

 
②グローカル人材を育成する単元の構想と授業実践 
単元構想と授業実践については前項で記述した

ように，一年間の大きなテーマをもちながら，各単

元の目標や育てたい資質・能力を考えて実践してき

た。年度当初は，「グローカル人材とは，どのよう

な人なのか。」という問いに答えられなかった子供

たちも，現在では，「地域の魅力を世界に広く発信

する人」「地域と世界をつなぐ人」など，自分なり

の解をもって説明できるようになっている。また，

ＳＤＧｓについても学習することで，自分たちの行

動が世界の問題解決につながることや，より広い視

野から地域社会や自己の行き方を見つめ直すこと

ができた。一年間という長いスパンでテーマを設定

したことや，外国人との関わりの中から世界に目を

向けさせたことが有効であったと考える。

今後の課題としては，「グローカル人材」をより

具体的にイメージできるようにすること。子供が本

当に追究したくなるような出合わせ方を検討する

こと，子供が試行錯誤しながら考えを練り直せるよ

うな幅をもった単元構想をすることなどが挙げら

れる。子供たちにとって価値のある題材であるため，

追究の意欲が持続し，主体的に学び続けられるよう

な手だてを取っていきたい。
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徳性）を次のように設定した。 

 

この資質・能力の育成に向け，以下の三つの手

立てを今年度の研究の視点として行った。 

 

手手立立てて１１  本本校校ののカカリリキキュュララムムにに即即ししたた年年間間計計画画  

（（重重点点項項目目，，ユユニニッットト））にに沿沿っったた授授業業  

① 年間 35時間の道徳科授業を大単元，つまりユ

ニットとして捉える。 

② 学期ごと，節目ごとに自校の道徳的実態や道徳

教育重点目標に照らして重点的指導内容を明ら

かにする。 

③ 年間指導計画に小単元プログラム（パッケージ

型ユニット）を組み込む。 

※以下，③を「ユニット」と表記する。 

 

ユニットを組むことにより，様々な内容項目の

資料を用いて，数週に渡り連続的な指導を行うこ

とで，多面的・多角的なアプローチの仕方が可能

となる。その結果，様々な道徳的価値に関わる考

え方や感じ方を統合し，生徒に新たな考え方，感

じ方を生み出すことができると考えた。 

例として，表１に示す通り，３学年「よりよい

生き方」をテーマとする場合，６月に行われる学

習旅行での学びと関連付けるために，以下のよう

にユニットを組んだ。 

 

 
 

 

今年度の学習旅行のテーマは「新しい社会に生

きるとは」であり，魅力的な生き方をしている方々

にインタビューをしたり，講演を聞いたり，体験

学習を通して学んでいく。学習旅行に行くにあた

り，道徳科では，【Ａ（１）自主・自律】，【Ｃ（11）

公正，公平，社会主義】といった内容項目の資料

も組み入れながら，【Ｄ（22）よりよく生きる喜び】

について考えていく。その後の，学習旅行や総合

的な学習の時間での学びを経て，道徳科で考えた

ことが，より深まることにもつながるのではない

かと考える。 

 

手手立立てて２２  一一単単位位時時間間ににおおけけるる学学習習指指導導過過程程のの工工夫夫  

「考える道徳への転換に向けたワーキンググル

ープにおける審議の取りまとめ」では，道徳科に

おける「見方・考え方」を，道徳科の目標から「様々

な事象を，道徳的諸価値の理解を基に自己との関

わりで広い視野から多面的・多角的に捉え，人間

としての生き方について考えること」と示してい

る。これを基に本校道徳科では，一単位時間にお

ける学習指導過程を以下のように整理した。 
 
① 道徳的諸価値について考えること 

② 自己を見つめること 

③ 人間としての生き方についての考えを深めること 

※ 物事を広い視野から多面的・多角的に考えること 

 
これらを一単位時間に組み入れたモデルが，別

紙資料１である。このような学習指導過程を踏む

ことで，理想論だけの話し合いや，単に資料の登

場人物への自己の投影をすることで自分自身を見

つめたこととしてしまう授業ではなく，人として

望ましい生き方を基に自分自身を見つめ直したり，

ある事象について判断する経験を積み重ねたりす

ることで，道徳性を育成することにつながる授業

となるのではないかと考えた。 

 

手手立立てて３３  ユユニニッットトをを通通ししたた振振りり返返りりにによよるる学学びびのの変変

容容のの見見取取りりとと評評価価  

 ユニット（詳細は前述）における自身の考えの

変容や深まり，その要因や過程などを自分自身で

ユニット名 各教科・領域等、行事との関連 重点指導内容 

ユニット１ よりよく生きるとは？ ＨＳ（学習旅行） Ｄ(22)よりよく生きる喜び 

ユニット２ 仲間の考え方生き方を尊重する 特別活動（文化祭）  C(９)相互理解，寛容 

ユニット３ 生命の尊さ、ありがたさについて考える 復興教育 卒業式 Ｂ(６)思いやり，感謝  （D(19)生命の尊さ 

 

【【育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力（（道道徳徳性性））】】  

【表１ ユニット型授業の年間計画への位置づけ】 
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気付くことができるようにするため，また，それ

を教師の見取りに活用するため，振り返りシート

を用いる。 

 ユニットとして行う授業では，一単位時間ごと

の振り返りを一枚のシートに書きまとめていく。

そうすることで，ユニットの中で考えたことを，

ひと目で分かるようにすることができる。さらに，

ユニットの最初の授業と最後の授業では同じ問い

で振り返りを書かせることにより，ユニットを通

した考えの変容や深まりを，生徒が自覚すること

ができ，さらに，教師も見取ることができると考

える。この学びの深まりを以下の視点で見取った。 

 

① 生徒が一面的な見方から多面的・多角的な見

方へと発展させているかどうか。 

② 道徳的価値の理解を自分自身との関わりの

中で深めているかどうか。 

 

このような振り返りシートをもとに生徒を励ます

個人内評価を通知表へ記述することにより，生徒

や保護者に還していく。また，毎時間の積み重ね

によって見えてくる傾向や変化を捉え，教師側の

授業改善の材料としても活用する。 

 

（（２２））実実践践のの内内容容 

 ①①実実践践ⅠⅠ：：３３年年『『よよりりよよくく生生ききるるととはは』』のの四四時時

間間構構成成  

 一時間目『足袋の季節』 

【Ｄ(22)よりよく生きる喜び】 

 二時間目『３年目のごめんね』 

              【Ａ(1)自主，自律，自由と責任】 

三時間目『小さな出来事』 

【Ｃ(11)公正，公平，社会主義】 

四時間目『足袋の季節』 

【Ｄ(22)よりよく生きる喜び】 

 

 「よりよく生きるとは」をテーマとし３つの内容

項目の学習を四時間で構成したユニットである。『中

学校学習指導要領解説道徳編』のＤ［主として生命

や自然，崇高なものとの関わりに関すること］から，

【（22）よりよく生きる喜び】をユニットの最初と最

後に学習する。その間に生徒の【生き方の目標】（今

年度の道徳の授業の最初で書いたもの）で多く挙げ

られた，Ａ［主として自分自身に関すること］から，

【（１）自主・自律，自由と責任】また，Ｃ［主とし

て集団や社会との関わりに関すること］から，【（11）

公正，公平，社会主義】についての題材を加えるこ

とで，一つのテーマについて，多面的・多角的に考

え，深めさせていくことをねらいとした。 

 理想の姿について，頭では分かっていても，どう

したら良いか分からない，また，なかなか理想通り

には行動できずにいるという生徒が多い。中学校生

活の集大成を迎えた今年度は，「こうありたい」とい

う生徒の思いを基に，皆で話し合い，考えながら，

自分の夢や目標に向かって失敗しても前向きに行動

していこうとする生徒の育成を目指し，生徒自身の

思いに即した三つの内容項目を相互に関連づけな

がら学習することを考えた。以下に，四時間に渡

る生徒Ｃの振り返りの記述と，教師が行った評価

の例を示す。 

 

 
 

 

 

徳性）を次のように設定した。 

 

この資質・能力の育成に向け，以下の三つの手

立てを今年度の研究の視点として行った。 

 

手手立立てて１１  本本校校ののカカリリキキュュララムムにに即即ししたた年年間間計計画画  

（（重重点点項項目目，，ユユニニッットト））にに沿沿っったた授授業業  

① 年間 35時間の道徳科授業を大単元，つまりユ

ニットとして捉える。 

② 学期ごと，節目ごとに自校の道徳的実態や道徳

教育重点目標に照らして重点的指導内容を明ら

かにする。 

③ 年間指導計画に小単元プログラム（パッケージ

型ユニット）を組み込む。 

※以下，③を「ユニット」と表記する。 

 

ユニットを組むことにより，様々な内容項目の

資料を用いて，数週に渡り連続的な指導を行うこ

とで，多面的・多角的なアプローチの仕方が可能

となる。その結果，様々な道徳的価値に関わる考

え方や感じ方を統合し，生徒に新たな考え方，感

じ方を生み出すことができると考えた。 

例として，表１に示す通り，３学年「よりよい

生き方」をテーマとする場合，６月に行われる学

習旅行での学びと関連付けるために，以下のよう

にユニットを組んだ。 

 

 
 

 

今年度の学習旅行のテーマは「新しい社会に生

きるとは」であり，魅力的な生き方をしている方々

にインタビューをしたり，講演を聞いたり，体験

学習を通して学んでいく。学習旅行に行くにあた

り，道徳科では，【Ａ（１）自主・自律】，【Ｃ（11）

公正，公平，社会主義】といった内容項目の資料

も組み入れながら，【Ｄ（22）よりよく生きる喜び】

について考えていく。その後の，学習旅行や総合

的な学習の時間での学びを経て，道徳科で考えた

ことが，より深まることにもつながるのではない

かと考える。 

 

手手立立てて２２  一一単単位位時時間間ににおおけけるる学学習習指指導導過過程程のの工工夫夫  

「考える道徳への転換に向けたワーキンググル

ープにおける審議の取りまとめ」では，道徳科に

おける「見方・考え方」を，道徳科の目標から「様々

な事象を，道徳的諸価値の理解を基に自己との関

わりで広い視野から多面的・多角的に捉え，人間

としての生き方について考えること」と示してい

る。これを基に本校道徳科では，一単位時間にお

ける学習指導過程を以下のように整理した。 
 
① 道徳的諸価値について考えること 

② 自己を見つめること 

③ 人間としての生き方についての考えを深めること 

※ 物事を広い視野から多面的・多角的に考えること 

 
これらを一単位時間に組み入れたモデルが，別

紙資料１である。このような学習指導過程を踏む

ことで，理想論だけの話し合いや，単に資料の登

場人物への自己の投影をすることで自分自身を見

つめたこととしてしまう授業ではなく，人として

望ましい生き方を基に自分自身を見つめ直したり，

ある事象について判断する経験を積み重ねたりす

ることで，道徳性を育成することにつながる授業

となるのではないかと考えた。 

 

手手立立てて３３  ユユニニッットトをを通通ししたた振振りり返返りりにによよるる学学びびのの変変

容容のの見見取取りりとと評評価価  

 ユニット（詳細は前述）における自身の考えの

変容や深まり，その要因や過程などを自分自身で

ユニット名 各教科・領域等、行事との関連 重点指導内容 

ユニット１ よりよく生きるとは？ ＨＳ（学習旅行） Ｄ(22)よりよく生きる喜び 

ユニット２ 仲間の考え方生き方を尊重する 特別活動（文化祭）  C(９)相互理解，寛容 

ユニット３ 生命の尊さ、ありがたさについて考える 復興教育 卒業式 Ｂ(６)思いやり，感謝  （D(19)生命の尊さ 

 

【【育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力（（道道徳徳性性））】】  

【表１ ユニット型授業の年間計画への位置づけ】 
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 ａよりよく生きることについて，「自分の好き

なことを好きなようにやる」と考えていました

が，ユニットの学習を通し，「自分の考えをしっ

かりともち，色々な考え方を認め，高め合う大切

さ」にも気付くなど，考えを深めました。特に，

ｂ『小さな出来事』の学習では，「できるだけ楽

で自分を正当化できるような行動をとりたがっ

てしまうが．相手を尊重できることが今の自分に

重要だ」と振り返り，自らの行動を改善していこ

うと意欲を高めていました。 

（206文字） 

ａの記述：評価の視点① ｂの記述：評価の視点② 

 

 

  ②②実実践践ⅡⅡ  ２２年年『『働働くくととはは』』のの四四時時間間構構成成  

 一時間目『夢を求めてパラリンピック』 

      【Ａ(4)希望と勇気，克己と強い意志】 

 二時間目『スカイツリーにかけた夢』 

         【Ａ(5)真理の探究，創造】 

 三時間目『秀さんの心』        【Ｂ(7)礼儀】 

四時間目『段ボールベッドへの思い』 

【Ｃ(13)勤労】 

                  

「働くとは」をテーマとした，４つの内容項目の

学習を四時間で構成したユニットである。『中学校学

習指導要領解説道徳編』のＡ［主として自分自身に

関すること］から，【（４）希望と勇気，克己と強い

意志】，【（５）真理の探究，創造】について学習する。

また，Ｂ［主として人の関わりに関すること］から，

【（７）礼儀】について学習したのち，Ｃ［主として

集団や社会との関わりに関すること］から，【（13）

勤労】についての題材を加えることで，一つのテー

マについて，多面的・多角的に考え，深めさせてい

く。 

ユニットの学習前に，「将来働くときに，大切にし

たいことは何か」という質問に対して，自由に記述

させた。その結果，多くの生徒が，働く際の自分の

気持ちの在り方や，人とどのように接していくかと

いう視点に留まっていることが分かった。当然，こ

れらの考えも大切であるが，働くことによって社会

に貢献し，その喜びによって，より充実した生き方

の実現につながるものであるという視点にも気付か

せたいと考え，本ユニットを構成した。以下に，四

時間に渡る生徒Ｃの振り返りの記述と教師が行っ

た評価の例を示す。  

 

 

 
 ａ働くときに大切にしたいことについて，「真

っすぐ，一生懸命向かっていくこと」に加え，ユ

ニットの学習を通し，「社会や人のために働くこ

との大切さ」にも気付くなど，考えを深めました。

特に，ｂ『夢を求めてパラリンピック』の学習で

は，「困難を乗り越えるためには，諦めない心や，

人との関わりを大切にし，他者が困難に直面した

ときに支えてあげたい」と振り返り，実践に向け

ての意欲を高めていました。（189文字） 

ａの記述：評価の視点①ｂの記述：評価の視点② 

 

 

 実践Ⅰ・実践Ⅱともに，生徒は，ユニット最終

時間の振り返りの際には，学習前に比べ，テーマ

についての考える視点が増えたことが分かる。ま

た，四時間のうち，より自分事として教材をもと

に考えた時間が３時間目だったのではないかと考

えられる。ユニット学習とその振り返りにより，

一時間単位では生徒自身の考えが広がり，自覚さ

せることができたのではないかと考える。さらに

【図１ ３学年ユニット振り返りシート】 

【図２ ２学年ユニット振り返りシート】 

－ 80 －

教育実践研究論文集　第７巻



教師自身も，どのような一単位時間の流れが生徒

が自分事として捉えやすい授業となるかを振り返

ることができた。 

（（３３））成成果果とと課課題題 

本実践の成果は以下の三点である。 
○年間指導計画を立てたことで見通しをもって資

料の選択ができるようになった。 
○一単位時間の授業の流れのベースを作ったこと

で，生徒に何を考えさせたいかということや,
適切な学習過程について，ねらいを持って授業

に臨めるようになった。 
○ユニットの振り返りを１枚のワークシートにし 

たことで，生徒も教師もユニットでの考えの変

容などを見取ることができるようになった。ま

た，具体的に生徒に返す評価方法についても考

えることができた。 
 
 課題は以下の三点である。 
①意図的なユニットの構成の検討 

昨年度から今年度の研究を通して，ユニットで

の学習は，学習の前後で生徒の考えの明らかな内

容が見られ，効果的であることは実感できた。た

だし，年計によってあらかじめ定め，ねらいを明

確にし，担任団で共通理解のもと行う必要がある。

また，年間の大きな行事を活用し，道徳での学び

を深めるというねらいのもと，ユニットを位置付

けるよう検討したい。 
②道徳的な見方・考え方を位置付けた一単位時間

の授業の工夫     
今年度は四つの学習指導過程を一単位時間の流

れに位置付けた。しかし，資料や内容項目によっ

て指導過程の流れやどの学習過程に重きをおくか

が変わってくることも分かった。ユニット全体で

学習指導過程を柔軟に扱えるようにしたい。また，

道徳的諸価値の理解を学習過程で全員が通り，考

えを深めるための効果的な指導過程を吟味したい。 
③学びの自覚化を促す評価の工夫 

今年度はユニットにおける学習過程や思考過程

が一目で分かるように振り返りシートを作成した

が，一単位時間での書く時間の確保が難しいと感

じた。そこで，一単位時間の振り返りの効率化を

図りながらも，生徒が自己の思考の深まりや，他

者の考えの良さへの気づきを具体的に振り返るこ

とができる場面の工夫を行いたい。 
 
ⅢⅢ．．理理論論編編：：道道徳徳教教育育・・道道徳徳科科ににおおけけるる自自己己評評

価価のの可可能能性性    

（（１１））『『学学習習指指導導要要領領解解説説』』ににおおけけるる児児童童生生徒徒のの

「「自自己己評評価価」」とと「「相相互互評評価価」」へへのの注注目目 

小学校・中学校の教育課程における道徳の教科

化に伴い，「評価」が導入されることになった。『小

学校学習指導要領解説 特別の教科 道徳編』（平成

29 年告示）ならびに『中学校学習指導要領解説 特

別の教科 道徳編』（平成 29 年告示）では評価の意

義および基本的態度・留意点，評価に関する様々

な工夫等々が示されているが，ここで注目すべき

は，児童生徒による「自己評価」および「相互評

価」が学習活動において効果的なものとして取り

上げられている点である。例えば，『小学校学習指

導要領解説 特別の教科 道徳編』では，次のよう

に記されている。 

 

〔･･･〕児童が行う自己評価や相互評価について，

これら自体は児童の学習活動であり，教師が行う評

価活動ではないが，児童が自身のよい点や可能性に

気付くことを通じ，主体的に学ぶ意欲を高めること

など，学習の在り方を改善していくことに役立つも

のであり，これらを効果的に活用し学習活動を深め

ていくことも重要である。（112 頁） 

 

従来，学校現場では教育評価の主体は教師であ

るとの認識が一般的であった。他方，教育評価に

関する諸研究においては，学習者自身による自己

評価や相互評価活動の重要性が，多くの研究者た

ちによって，しばしば指摘されている。とりわけ，

道徳科の有効な評価方法として期待されている

「パフォーマンス評価」や「ポートフォリオ評価

法」においては，学習者の自己評価や相互評価は，

教育評価活動の主軸の一つとして位置づけられて

いるのである（cf. ハート，西岡ほか）。学習指導

 ａよりよく生きることについて，「自分の好き

なことを好きなようにやる」と考えていました

が，ユニットの学習を通し，「自分の考えをしっ

かりともち，色々な考え方を認め，高め合う大切

さ」にも気付くなど，考えを深めました。特に，

ｂ『小さな出来事』の学習では，「できるだけ楽

で自分を正当化できるような行動をとりたがっ

てしまうが．相手を尊重できることが今の自分に

重要だ」と振り返り，自らの行動を改善していこ

うと意欲を高めていました。 

（206文字） 

ａの記述：評価の視点① ｂの記述：評価の視点② 

 

 

  ②②実実践践ⅡⅡ  ２２年年『『働働くくととはは』』のの四四時時間間構構成成  

 一時間目『夢を求めてパラリンピック』 

      【Ａ(4)希望と勇気，克己と強い意志】 

 二時間目『スカイツリーにかけた夢』 

         【Ａ(5)真理の探究，創造】 

 三時間目『秀さんの心』        【Ｂ(7)礼儀】 

四時間目『段ボールベッドへの思い』 

【Ｃ(13)勤労】 

                  

「働くとは」をテーマとした，４つの内容項目の

学習を四時間で構成したユニットである。『中学校学

習指導要領解説道徳編』のＡ［主として自分自身に

関すること］から，【（４）希望と勇気，克己と強い

意志】，【（５）真理の探究，創造】について学習する。

また，Ｂ［主として人の関わりに関すること］から，

【（７）礼儀】について学習したのち，Ｃ［主として

集団や社会との関わりに関すること］から，【（13）

勤労】についての題材を加えることで，一つのテー

マについて，多面的・多角的に考え，深めさせてい

く。 

ユニットの学習前に，「将来働くときに，大切にし

たいことは何か」という質問に対して，自由に記述

させた。その結果，多くの生徒が，働く際の自分の

気持ちの在り方や，人とどのように接していくかと

いう視点に留まっていることが分かった。当然，こ

れらの考えも大切であるが，働くことによって社会

に貢献し，その喜びによって，より充実した生き方

の実現につながるものであるという視点にも気付か

せたいと考え，本ユニットを構成した。以下に，四

時間に渡る生徒Ｃの振り返りの記述と教師が行っ

た評価の例を示す。  

 

 

 
 ａ働くときに大切にしたいことについて，「真

っすぐ，一生懸命向かっていくこと」に加え，ユ

ニットの学習を通し，「社会や人のために働くこ

との大切さ」にも気付くなど，考えを深めました。

特に，ｂ『夢を求めてパラリンピック』の学習で

は，「困難を乗り越えるためには，諦めない心や，

人との関わりを大切にし，他者が困難に直面した

ときに支えてあげたい」と振り返り，実践に向け

ての意欲を高めていました。（189文字） 

ａの記述：評価の視点①ｂの記述：評価の視点② 

 

 

 実践Ⅰ・実践Ⅱともに，生徒は，ユニット最終

時間の振り返りの際には，学習前に比べ，テーマ

についての考える視点が増えたことが分かる。ま

た，四時間のうち，より自分事として教材をもと

に考えた時間が３時間目だったのではないかと考

えられる。ユニット学習とその振り返りにより，

一時間単位では生徒自身の考えが広がり，自覚さ

せることができたのではないかと考える。さらに

【図１ ３学年ユニット振り返りシート】 

【図２ ２学年ユニット振り返りシート】 
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要領解説において，児童生徒の自己評価や相互評

価の学習効果が指摘され，効果的な評価の工夫と

して肯定的に取り上げられていることは，注目に

値する。 

（（２２））学学習習活活動動ににおおけけるる自自己己評評価価のの方方法法  

 では，学習活動における児童生徒の自己評価・

相互評価として，具体的にどのような評価方法が

有効であろうか。ここでは，自己評価に限定して，

以下の２つの評価方法に注目したい。 

①①ポポーートトフフォォリリオオ評評価価法法  

 まずは，先に挙げた「ポートフォリオ評価法

portfolio assessment」である。「ポートフォリオ

portfolio」とは，学習者の作品や自己評価の記録，

教師の指導と評価の記録等を，学習者自身がファ

イルや箱等に系統的に蓄積していきながら作成さ

れたものを指す。ポートフォリオづくりを通して，

学習者は自らの学習のあり方について自己評価を

するのであり，教師はそれを促しながら，学習者

の学習活動と自らの教育活動とを省察しながら評

価するのである（cf. ハート，西岡ほか）。 

②②大大村村ははままのの「「学学習習記記録録」」 

 もうひとつここで注目したいのは，「ことば」の

教育の優れた実践者であった大村はまによる「学

習記録」作成の実践である。大村は，自らが提案

した「単元学習」において，学習者自身に自己の

「学習記録」を作成させている。この「学習記録」

とは，単元あるいは学期の学習終了段階において，

その期間中に作成した様々な学習成果物やメモ・

資料等を記録として綴じたものである。大村の教

育実践ならびにそれらを支える教育思想を詳細に

考察・分析した畠山大によると，大村の教育実践

においてこの「学習記録」は，単なる記録ではな

く，学習者が自分自身で自らの「新たな学びを生

成」し続ける資源となっているという（cf. 畠山）。 

 以上にみた２つの自己評価の方法は，学習者自

身が・学習者同士が，多角的・多面的に，議論し，

考える道徳教育・道徳科授業の充実化に寄与する

ものであると言える。では，これらの自己評価の

方法を，道徳教育および道徳科の実践にどのよう

に取り入れ，評価法としてどのように具体化すれ

ばよいであろうか。これらの点については，今後

の課題として考えていきたい。 

 

ⅣⅣ．．おおわわりりにに  

「特別の教科 道徳」が導入されるにあたって，

教育関係者から寄せられた不安の一つに，評価方

法をめぐる不安があった。他の教科と違い道徳科

の場合には，評価基準はなく，生徒個々の学習状

況や思考の深まりなどを捉え，更なる成長を促す

評価記述が求められることになる。そのためには

どのような方法を用いるのがよいかということに

ついて，本研究では幾つかのアイデアが提供され

ている。その一つはユニット化の中での複数の時

間にわたる生徒自身による振り返りの記述を手が

かりに，教師がその学習成果や成長の評価に活用

する方法である。これと並び，室井は，生徒自身

による「自己評価」や「相互評価」の方法をとお

して教師が評価を行う可能性を幾つか提案してい

る。それらの方法の更なる検討は，次年度以降に

譲るとして，いずれも生徒自身が自らの思考・学

習・対話を振り返ることの意義を積極的に活用し

ようとするものである。 

ところで，ユニット化の試みは，生徒の持続的

な思考を促す可能性もあるが，しかしもう一方で

生徒たちが主体的に考えれば考えるほど，場合に

よっては教師側の計画をはみ出る発想や意見が出

現する可能性も指摘されていた。 

「考える」とは自分で考えることであり，考え

させることではない。しかし一般的な道徳の授業

では「ねらい」や「問い」が教師の側から発せら

れることで，生徒たちは「考えさせられる」こと

になる。年間の授業を計画し，取り上げる内容項

目を網羅しようとすれば，どうしてもそのように

ならざるを得ないことは理解できる。しかし，生

徒の更なる主体的な参加を促すためには，生徒自

身が「問い」，自ら考えようとする機会を設けるこ

とも重要であると考える。そしてそのために「子

ども哲学対話」の手法が考えられる有効な手段で

あることを，本研究では過去に提案してきたし，

そうした「哲学対話」を取り入れた実践も幾つか
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の地域では既に行われている１）。次年度以降は，

評価のあり方に加え，生徒が自ら「問い」「考える」

実践を，これまでの成果を活かしながら、どのよ

うにして実際の授業に組み込むか、その可能性に

ついても検討してみたい。 
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教育評価研究大会「新学習指導要領における道

徳教育の在り方」』 

・吉本恒幸（2019）『平成 30年度 第 62回岩手県

教育研究発表会「道徳科の授業と評価」』 

・岩手県教育委員会『平成 31年度 学校教育指導

指針』 

・「考える道徳への転換に向けたワーキンググルー

プにおける審議の取りまとめ」 

・西岡加名恵・石井英真・田中耕治編（2015）『新

しい教育評価入門―人と育てる評価のために』

有斐閣 

・畠山大（2017）「「ことば」の学びにおいて「記

録」が持つ意味とは何か―大村はまの「学習記

録」とポートフォリオ評価論の比較分析―」熊

本哲也・畠山大編『「ことば」と「教育」』（岩手

県立大学高等教育推進センター基盤教育部教職

部門） 

・D・ハート（2012）『パフォーマンス評価入門―

「真正の評価」論からの提案』田中耕治監訳，

ミネルヴァ書房 

・文部科学省『小学校学習指導要領解説 特別の教

科 道徳編』平成 29年告示，廣済堂あかつき 

・野澤令照編（2019）『こどもの問いでつくる道徳

科；実践事例集』東京書籍 

  

【【注注】】  

１）野澤令照編（2019）『こどもの問いでつくる道

徳科；実践事例集』東京書籍，8-9頁参照。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要領解説において，児童生徒の自己評価や相互評

価の学習効果が指摘され，効果的な評価の工夫と

して肯定的に取り上げられていることは，注目に

値する。 

（（２２））学学習習活活動動ににおおけけるる自自己己評評価価のの方方法法  

 では，学習活動における児童生徒の自己評価・

相互評価として，具体的にどのような評価方法が

有効であろうか。ここでは，自己評価に限定して，

以下の２つの評価方法に注目したい。 

①①ポポーートトフフォォリリオオ評評価価法法  

 まずは，先に挙げた「ポートフォリオ評価法

portfolio assessment」である。「ポートフォリオ

portfolio」とは，学習者の作品や自己評価の記録，

教師の指導と評価の記録等を，学習者自身がファ

イルや箱等に系統的に蓄積していきながら作成さ

れたものを指す。ポートフォリオづくりを通して，

学習者は自らの学習のあり方について自己評価を

するのであり，教師はそれを促しながら，学習者

の学習活動と自らの教育活動とを省察しながら評

価するのである（cf. ハート，西岡ほか）。 

②②大大村村ははままのの「「学学習習記記録録」」 

 もうひとつここで注目したいのは，「ことば」の

教育の優れた実践者であった大村はまによる「学

習記録」作成の実践である。大村は，自らが提案

した「単元学習」において，学習者自身に自己の

「学習記録」を作成させている。この「学習記録」

とは，単元あるいは学期の学習終了段階において，

その期間中に作成した様々な学習成果物やメモ・

資料等を記録として綴じたものである。大村の教

育実践ならびにそれらを支える教育思想を詳細に

考察・分析した畠山大によると，大村の教育実践

においてこの「学習記録」は，単なる記録ではな

く，学習者が自分自身で自らの「新たな学びを生

成」し続ける資源となっているという（cf. 畠山）。 

 以上にみた２つの自己評価の方法は，学習者自

身が・学習者同士が，多角的・多面的に，議論し，

考える道徳教育・道徳科授業の充実化に寄与する

ものであると言える。では，これらの自己評価の

方法を，道徳教育および道徳科の実践にどのよう

に取り入れ，評価法としてどのように具体化すれ

ばよいであろうか。これらの点については，今後

の課題として考えていきたい。 

 

ⅣⅣ．．おおわわりりにに  

「特別の教科 道徳」が導入されるにあたって，

教育関係者から寄せられた不安の一つに，評価方

法をめぐる不安があった。他の教科と違い道徳科

の場合には，評価基準はなく，生徒個々の学習状

況や思考の深まりなどを捉え，更なる成長を促す

評価記述が求められることになる。そのためには

どのような方法を用いるのがよいかということに

ついて，本研究では幾つかのアイデアが提供され

ている。その一つはユニット化の中での複数の時

間にわたる生徒自身による振り返りの記述を手が

かりに，教師がその学習成果や成長の評価に活用

する方法である。これと並び，室井は，生徒自身

による「自己評価」や「相互評価」の方法をとお

して教師が評価を行う可能性を幾つか提案してい

る。それらの方法の更なる検討は，次年度以降に

譲るとして，いずれも生徒自身が自らの思考・学

習・対話を振り返ることの意義を積極的に活用し

ようとするものである。 

ところで，ユニット化の試みは，生徒の持続的

な思考を促す可能性もあるが，しかしもう一方で

生徒たちが主体的に考えれば考えるほど，場合に

よっては教師側の計画をはみ出る発想や意見が出

現する可能性も指摘されていた。 

「考える」とは自分で考えることであり，考え

させることではない。しかし一般的な道徳の授業

では「ねらい」や「問い」が教師の側から発せら

れることで，生徒たちは「考えさせられる」こと

になる。年間の授業を計画し，取り上げる内容項

目を網羅しようとすれば，どうしてもそのように

ならざるを得ないことは理解できる。しかし，生

徒の更なる主体的な参加を促すためには，生徒自

身が「問い」，自ら考えようとする機会を設けるこ

とも重要であると考える。そしてそのために「子

ども哲学対話」の手法が考えられる有効な手段で

あることを，本研究では過去に提案してきたし，

そうした「哲学対話」を取り入れた実践も幾つか
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別紙【資料１】 研究の視点２のイメージ 

 

「道徳的価値理解を基に自己を見つめ，生き方について考えを深める授業」のイメージ 

導入     

展開前段 

展開後段 

終末 

①道徳的諸価値について考えること 

 ◎人間としてよりよく生きる上で大切なことであると理解すること。 

 ◎道徳的価値の意味を捉えること、その意味を明確にしていくこと。 

②自己を見つめること 

◎道徳的価値を自分のこととして考えたり感じたりすること。 

◎自分との関わり、これまでの自分の経験やそのときの考え方、感じ

方と照らし合わせながらさらに考えを深めること。 

◎自己理解を深めること。 

③人間としての生き方についての考えを深めること 

◎自己を見つめる過程で、同時に人間としての生き方についての考え

を深めること。 

 

※物事を広い視野から多面的・

多角的に考えること 

吉本恒幸（2019.2.7）『平成 30年度 第 62回岩手県教育研究発表会「道徳科の授業と評価」』を基に作成 

道道徳徳的的価価値値のの理理解解をを行行ううたためめのの一一定定ののままととめめ  

    ◎ねらいとする道徳的価値に興味をもたせる。（価値への方向付け） 

    ◎教材への関心を高めさせる。 

（振り返り） 

①これまで自分はどのような行動をとってきたか。 

②自分にはどのような課題があるか。 

③今まで、○○についてどのように考えてきたか。 

④大切であることが分かっていても実行できない自

分であったのは、自分のどのようなところに原因

があるのか。 

発問例 

価価値値理理解解のの深深ままりり  

関関連連すするる道道徳徳的的諸諸

価価値値にに広広ががりりををもも

たたせせてて考考ええささせせるる  

吉本恒幸（2019）『平成30年度 第62回岩手県教育研究発表会「道徳科の授業と評価」』を参考に作成 
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